
第６期恵庭市総合計画
第３回市民まちづくりワークショップ

日時︓令和６年９月１０日（火）18︓30〜20︓30
場所︓恵庭市民会館 大会議室

「１０年後のまちにむけて私達ができることは︖また、それを持続可能にするには︖」をテーマとし、
これまでのワークショップに出ていない意見はないか、各分野のテーブルを自由に回り、
ワークショップを行いました。１４名のワークショップ委員の皆様にご参加いただきました。

これまでのワークショップの振り返り令和６年９月５日（木）に開催した
総合計画シンポジウムの報告 １



①市民協働・共生

自分が重要だと思う分野順に
テーブルを回ります。
①市民協働・共生
②生活環境
③保健・医療・福祉・スポーツ
④産業・観光・まちづくり
⑤子育て・教育
⑥その他

テーブルの移動はいつでもOK
移動はしてもしなくてもOK
すべての分野を回らなくてもOK
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①市民協働・共生 まとめ 自分が重要だと思う分野順に
①②③④⑤シールを貼ります。
（⑥その他 を除く）
①市民協働・共生は
①②③④⑤
３３５１０ 人でした。

・多文化共生、町内会、協働関係、
今までに出ていないような意見の
大きく４つに分類

・働きに来る外国人が増えている、
歓迎する心と異文化交流が大事

・外国人に選ばれていくまちに
なっていくことが大事なので交流
の場をつくる、子どもも増えて
くるということも考えられるので
教育機関の多文化対応

・町内会では居場所づくり、これ
からの町内会、持続可能にして
いくためには若い人を増やす

・学生の方に町内会の役員に
なっていただく
と持続可能になっていく

・先住民アイヌとの共生
・ジェンダー、LGBTへの理解
・メタバース、VR、市のSNSの
活用 など ３



②生活環境
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②生活環境 まとめ
・10年後はきっとゼロカーボン
が進んでいる。それには、
市、まちレベルで緩く市民に
問いかけながら取組を進める
と良いと思う

・恵庭のごみ処理は一人当たり
年間17,000円かかっている。
分別で経費削減した分を教育、
福祉など、重要なところに
予算を回して、厚くできる
のではないか

・挨拶しただけで不審者になる。
改善されて挨拶ができる仲に
なったり、人とつながりを
大切にできたらよい

・防災は、他市の真似ではない
活動をしたほうがいいという
話もあったが、他市から学ぶ
こともある

・若者の居場所としてイベント
ができるような空間、楽しく
過ごせるような空間があった
らよい など

②生活環境は
①②③④⑤
２５１０２ 人でした。
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③保健・医療・福祉・スポーツ
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③保健・医療・福祉・スポーツ まとめ

③保健・医療・福祉・スポーツは
①②③④⑤
３２２２２ 人でした。

・医療・福祉の分野のつながりを共有
していきたい。病院の中身を充実
させたい

・福祉を学ぶ場所、関わり方を知る
場所がもっと増えると良い。障がい
のある人はどう声をかけて
もらったら助かるか、認知症は
どういうものなのかを気軽に学べる
場所をがあると、困っている人に
気軽に声をかけられる

・障がい、介護、など一元的に相談
できるところがあるといい

・合宿・スポーツができる建物がある
と良い

・スポーツクラブや少年団に参加でき
る子とできない子がいるため、較差
をどうにかして解消できないか

・検診の受診率を上げるために、検診
センターにラウンジのような空間を
つくる、検診込みのバスツアーや
託児付きの検診のアイデア など
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④産業・観光・まちづくり
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④産業・観光・まちづくり まとめ

④産業・観光・まちづくりは
①②③④⑤
３３１４１ 人でした。

・はなふるの存続、企業の誘致
・住んでいる人たちも恵庭市内で
楽しめるところがほしい

・気軽に集える場所
・恵庭の水が美味しいので、どこでも
飲めるような、ボトルを差し出した
ら水が出るようなウォーター
プレイスがほしい

・高齢者から子どもまで移動ができる
ことを考えると、無人の循環バス

・ＬＩＮＥでアンケートを取る等、
発信の場が必要で、声を出してもら
うにはどうしたらいいかということ
も今後考えていかなければならない

・食事をしながら、市民として
自然と意見交換できる役所居酒屋

・キャラクタービジネス など

９



⑤子育て・教育
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⑤子育て・教育 まとめ

⑤子育て・教育は
①②③④⑤
３１５３１ 人でした。

・できるだけ禁止事項を少なくした、
主体的なプレーパークの運営

・不登校の親の会等、学校と地域の連携
といったところで相談するところが
たくさんあると良い。休日相談してくれ
るところがあると良い

・不登校の子どもの居場所づくりや学ぶ
場所をつくっていきたい、もしくは複合
施設のような形で、子どもや高齢者が
交流できるような形になっていくと良い。
持続可能なまちづくりにもつながる

・高校３年生はもう既に有権者なので、
主権者教育が必要ではないか

・教育は子どもに対する教育だけではなく、
大人に対する教育、生涯学習のような
ことも教育の分野

・気軽に受けられる大学講座や市民講座が
あると良い

・子どもの幸せを一番に考えるというと
ころがみんなの幸せにつながっていく
のではないか など
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⑥その他
⑥その他 まとめ

・コーディネーターは様々な部署で配置しているが、教育なら教育のコーディネーター、健康・福祉なら健康・福祉
のコーディネーターと、縦で分かれているため、横にうまくつなげる、または重層的に取り組めるコーディネーターが必要

・それぞれの項目の中に、言葉ではなくても文化的な要素が入っているのかもしれない。文化という項目があっても良い
・結局、市民の恵庭らしさは文化が形になったものなので、それが恵庭市民らしさ、北広島市民らしさ、千歳市民らしさに
表れているので、基本として大事にしなければならない

・最終的には一言で、平和を守る、という意見があった など 12


